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＜ 米 倉 山 電 力 貯 蔵 技 術 研 究 サ イ ト 御 視 察 資 料 ＞

’－　　 － ゛’　 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 社 会 の 実 現 へ ！

｢やまなしモデルJP2G が拓く水 素エネルギー社会

2023 年3 月８日

山梨県 企業局 電気 課新エネルギーシステム推 進 室

室長 宮 崎和也

((株)やまなしハイドロジェンカンノに 一

取 締役 経営 企画･ 管理 部 門長)

米倉山の周辺状況
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電力として利 用

Ｉ 皿

米倉山電力貯蔵技術研究サイトへ集積が進む研究施設

実践！再エネ水素を製造し、実社会の工場での熱利用を実施（2021.6 ～）

｢安定した電気｣は｢電力｣として利用、｢変動する電力｣で水素を製造といった、使い分けが重要
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事業化へ向けた体制を強化（2022.2 ～）
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中心ﾒﾝﾉﾄ3 者 は、実証 の成果を事業 化するため、

ＹＨＣ(やまなしハイドロジェンカンノヒ ー)を設 立、P2G サービスを2022 年から開始

ＹＨＣは、我が国で初めての ＰＯＷｅrt ＯＧａＳ専業 企業
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地 図に残る仕 事。!

やまなしｸﾞﾘｰﾝ 水素の利用やｸﾞﾘｰﾝ 水素の技術開発の促進
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福島と山梨 にて実施してきた大規模 電解。

イノベーションコースト構 想に貢献すぺく山梨で成 長した電 解

技術を自 然豊かな福 島県に導 入

新しい水 素のロジシステムにも挑戦　　　　　　　　　　
８
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国立研究開発法人新エネルギー･産業 技術総合開発機構( ＮＥＤＯ)助成事業｢ 福島県におけるグリーンガラスの製造を核とする分散水素供給･利用システム技術開発｣

業 界 初 の

グ リ ー ン ガ ラ ス を半 導 体 に利 用

独自技術！先端の純水素＆糾1酸素ﾉレ ナｰ

ら
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山梨実証の基盤技術

を福島で大規模実装

會
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ｸﾞﾘｰﾝ 酸素　ｸﾞﾘｰﾝ 水素
一會 會

幕

貯める｢こと｣・運ぶ｢こと｣・使う｢こと｣　 日本最大級のＰＥＭ電解
の｢ こと｣を ひとつ に統 合! 双方(覗)新水素流通　 山梨の電力貯蔵技術研究サイトを発展

il

●

水素とヒートポンプを組み合 わせた、再エネによる新たな熱供

給システムをマルチスズキのマネサールエ場で実践

インド初の１０ＭＷ級 電解導入を日 本技術で。
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風力発電が豊富でありながら､熱利用の多い寒冷都市の燃料

を水素で賄う実証

海外風力事業を手掛ける丸紅と､ＹＨＣの水素技術のコﾗボ
レ ーション



岸田総理大臣をはじめ閣僚が米倉山P2G システムを視察

岸田総理大臣(Ｒ４.5.28)

岸田総理大臣のコメント

｢国産水素の大規模な供給拠点の整備は我

が国 に取って重 要､ 政 府としても後 押しする」

山 口環 境 大 臣 のコメント

｢(山 梨 県 の取り組 みは)日 本 を引 っ張 って行く

プロジェクト、日 本 の新しい社会 システムづくり

だと捉え､ 国 が全 面的 にサポートする｣

お怒り7泌辿Lii｣£LIきjl

■-･－ ミljJ ?阿?IGyr??711j.
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になる、山 梨 県 の取り組 みを国としてしっかりと

サポートしたい」

１１
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菅前総理大 臣のコメント

｢政権時代に取り組んだ成果が見えた｣

工事場所

施工内容

総事業費

甲府市下向山町字清水3147 番地外42筆

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 造 地上2階建て3,775 ΓΥi

約20億円

｢ 再 生可 能 エネ」

西 村 経 産 大 臣のコメント

レギ ーは不安 定 だが､それをカバーできる装 置だ。

（山 梨 県 などの取 り組 みを） 国として支 援し､ 水 素 社会 に向け、

こうした国 産 の技 術を広げ ていきたい］

次世 代エネルギーシステム研 究 開発ビレッジ｢Ｎｅsrad｣ の開設

ｙ 国や民間企業との連携を更に深め､新たな産業の芽を創造し､県内産業

の発展を目指し､世界最先端の蓄電システムや水素･燃料電池等に関す

る技術者が交流する研究開発拠点として、｢米倉山次世代エネルギー研

究開発ビレッジ(Ｎｅｓrad)｣を建設する。



山梨県 が目指す新たなエネルギー社会のイメージ

化石燃料主体
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再エネの可能性を追求
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｢やまなし｣から世界へ

世界から｢Ｙａｍａｎａｓｈｉ｣へ

やまなしモデルP2G システムと

グリーン水 素の利 活用 により

カーボンニュートラル推進のトップランナーとなり

国 内外をﾘｰ ﾄ じていけるよう

全力 で取り組んで参ります

経済産業省様、NEDO 様の御支援、

多くの共同事業者の皆様に感謝申し上げます

ご清 聴 ありがとうござ いました
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